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護岸整備や既設桟橋施工時の捨石マウ
ント。                             

護岸整備や既設桟橋施工時の捨石マウ
ント。                             
全体に細粒分5～10％程度含む。      
礫はφ2～10mmでmaxφ20mm。貝片混入
。                                 

細～中砂主体。粘性中位。φ2mmの小礫
を全体に少量含む。                 
部分的に細粒分を5～10％程度含む。  

粘性中位。砂分は細～中砂主体。     
φ2mmの小礫を全体に少量含む。      

中～粗砂主体。全体に5～10％のシルト
と若干のφ2～4mmの礫を含む。       

中砂主体。粘性中位の粘土を含む。   
GL-12.10m付近，細～中砂主体で粘土を
10～15％程度含む。                 

粘性極めて大。                     

粘土は粘性大。砂分は中砂主体。     

花崗岩が強風化したマサ土。一部粘土
化が見られる。                     

マサ状を呈し岩質がはっきり確認でき
る。上層より締まっている。         
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調 査 名 第二種漁港 音戸漁港 港整備交付金事業に伴う業務委託(鰯浜地区) 

北 緯  34ﾟ 11' 30.2568" 

東 経 132ﾟ 32' 01.9721" 

 株式会社荒谷建設コンサルタント            濱田 祐二         高本 裕靖         高本 裕靖         山本 嘉典        

試 錐 機 東邦D1-B                       

エンジン ヤンマーNFD-13K                ポ ン プ 東邦地下工機 BG-3C             
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調 査 期 間  令和2年 4月13日～ 令和2年 4月17日 

調 査 位 置 広島県呉市音戸町北隠渡                                       

電 話 082-292-5482 

調査目的及び調査対象 海岸・海洋  構造物基礎                                       
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